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吾 人 ハ 今 日迄 結 核 患 者 ノ血 液 中 ニ結 核 菌 ガ存 在

スル カ如 何 カ ト云 フ コ トハ鹸 リ問 題 ニ シナ ヵ ツ

タガ、 然 シ結 核 性 病 竈 ガ或 ル臓 器 カ ラ他 ノ臓 器

二轄 移 スル際 ニ、 血 行 ガ重 要 ナ役 目 テ爲 ス コ ト

ハ、 臨 林 的 ニ モ亦 病 理 解 剖 ノ見 地 ヵ ラモ窺 ヒ知

ル コ トガ出來 ル｡

結 核 菌々 血 症 ニ就 イ テ ノ 研 究 ハ 既 一 古 イ

Villemin〔 エ)二始 マ リ氏 ハ1868年 結 核 患者 ノ屍

血 テ家 兎 ニ移 植 シテ人 結 核 ト同 様 ノ病 攣 テ其 家

兎 二登 見 シ、結 核 患 者 ノ血 液 ニ ハ結 核病 毒 ガ存

在 シナ ケ レバ ナ ラヌ ト主弓長シタ｡

同 年Klebs(2}ハ 病 理 解剖 ノ見 地 ヨ リ淋 巴 ガ結 核

病 毒 ノ蓮 搬 者 デ アル コ ト テ 述 べ、Ponfick(3)

`1877)ノ ・胸 管 ニIntimatuberkelラ 畿 見 シ、 結

核 ノ進 展 ハ血 液 ニ ヨ ルモ ノデ アル ト登 表 シ タ｡

Rokitansky(4)ハGefassintimaノ ・完 全 二結 核

二封 シ 免 疫 ラ有 ス ル モ ノデ ァ ッ テIntimatu-

berkelハ 存 在 スベ キモ ノニ非 ズ トシPonfick

/Intimatuberke1ラ 否 定 シタ ガWeigert(5)

(1879)・ ・病 理 解剖 ノ立 場 ヨ リ喀 血 シ.テ死 亡 セ ル

屍 艦 二就 イ テ其 血 管 二静 脈 瘤 ヲ獲 見 シ、 此 塵 ニ

結 核 性 病 竈 ノ存 在 テ指 摘 シ、Rokitanskyノ 結

核 二封 スル血 管 免 疫 説 テ正 當 ナ ラズ ト反 駁 シ更

一氏 ・・同年 粟 粒 結 核 ノ屍 膿 ニ 於 テ 其 肺 静 脈 二

栓 塞 ラ思 ハ シ ム ル 結 核 性 病 竈 ラ登 見 シ、 後 年

(1882)更 ニ9例 ノ粟 粒 結 核 患 者 テ解 剖 シテ、 其

中7例 ニ静 脈結 核 ラ、 其 中2例 ニ胸 管 ノ結 核 性

病 竈 テ登 見 シ、 粟粒 結 核 ハ 之 レヨ リ螢 生 スル モ

ノデ アル トナ シ、 粟粒 結 核 登 生 ニ關 スル研 究 テ

叢 表 スル ト同 時 ニ血管 自身 ニ ス ラ結 核 ノ存 在 ス

ル コ トラ實 謹 シ タ｡又Baumgarten(6)(1sg1)

ハ實験 的 ニ結 核 動物 ノ血 液 テ家 兎 ノ眼 前房 ニ注

入 シテ定 型 的 ノ眼結 核 テ起 サ シ メ、 次 イデ全 身

結 核 ガ登 生 シタ コ トテ登 見 シ、 血 中 ニ結 核病 毒

ノ存 在 ス ル コ トラ謹 明 シ タ.

1882年RobertKochガ 結 核 菌登 見以 後 翌 年 、

Heller(7)ノ・又粟 粒 結 核 デ死 亡 セ ル産 婦 ノ血 管 中

ニ結 核 菌 テ詮 明 シテ ヰル｡常 時 ノ學 者 ハ血行 中

ニ結 核 菌 ガ侵 入 スル場 合 ハ、 大 抵 粟粒 結 核 ラ起

ス ト云 フ考 ヘ ニ支 配 サ レテ ヰ タガ タメ、 之 二關

スル研 究 モ 主 ニ粟 粒 結 核 ノ ミニ就 イテ其 血 中 二

結 核 菌 テ登 見 スル コ トニ努 力 シ タ｡

Weichselbaum(8)(18M)ノ ・粟粒 結 核 ノ3例 ニ於

テ其 血 中 二結 核 菌 テ謹 明 シ、 粟 粒 結核 畿 生 機 轄

ニ言 及 シ、Weigertノ 設 二質 成 シ テ ヰ ル｡EP

チ粟 粒 結 核 患 者 ノ血 液 テ顯 微鏡 的 ニ検 査 シ、 心

臓 内 ノ血果 更 二胎 盤 血 管 中 ニ モ 結 核 菌 テ謹 明

シ、 解 剖 ヒノ所 見 ハ肺 、 肝 、 脾 、 腎 等 ニ多 数 ノ

結 核 性 病 竈 テ登 見 シ、 一 部 ハ既 ニ乾 酪 攣 性 ニ陥

ツ テ ヰ タ｡以 上 ノ所 見 ニ ヨ ツテ氏 ハ粟粒 結 核 ノ

登 生 ハ既 ニ乾 酪 攣 性 二陥 ツ タ病 竈 ガ存 在 シ、其

慮 カ ラ結 核 菌 ガ血管 ニ吸牧 サ レテ傳 播 スル ノデ

ア ル ト結 論 シ、 血 中結 核 病 毒 ノ存 在 子謹 明 スル

ー ハ其 血 中 二結 核 菌 ラ誰 明 ス ル ノガ最 モ確 實 デ

ァル ト述 くごテ ヰ ル｡

同様 ノ所 見 ハ 叉Meisels,(9)Lustig.(10)RUtim・
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eyer,(11)Sticker'ii:'』 等 ノ業 績 二 於 テ 見 出 サ レ

ルレ0

1891年 「ツベ ル ク リン」 ガ喧 傳 サ レ タ 當 時

Liebmann'13)ノ ・「ツベ ル ク リ ン」デ庭 置 シタ30

例 ノ慢 性結 核 患 者 二於 テ中S例 ニ塗 抹 標 本 二於

テ血 中結 核 菌 テ讃 明 シ、 虎 置 シナ イモ ノニ ハ総

ベ テ陰 性 二終 ツ タ｡

故 ニ氏 ハ 「ツベ ル ク リン」ハ結 核 菌 テ血 中 ニ移 行

セ シメル モ ノデ アル ト構 シ タガ其 ノ後Ewald,

(14)Guttmannu .Ehrlich,'15・Prior,f16)Kosse1

(1η等 ノ諸 氏 ノ、Liebmannノ 研 究 テ 追 試 シテ

「ツベ ル ク リン」ガ結 核 菌 テ血 行 中 ニ移行 セ シ メ

ル ガ如 キ コ トハ ナ イ ト反 駁 シタ｡

K6nig(18)(1896)ノ ・骨 示占核 ニ於 テ硬 塞 ラ思 ・・シ メ

ル襖 黙 ノ結 核 性病 竈 ヲ爽 見 シ此 臨 体上 ノ所 見 ハ

流 血 中 ノ結 核 菌 ニ ヨツ テ起 ル モ ノデ、 凡 ソ外 科

結 核 ハ血 行 性 二登 生 スル モ ノ デ ア ロ ウ ト洞 察 シ

タ ガ實 験 的 ニ謹 明 シタ ノ デハ ナ カ ツ タ｡

Jousset(19)(19(,3)ノ ・「ペ プ シン」清 化 法 テ利 用 シ

テ血 果 ヲ浦 化 溶 解 シ、 之ラ 遠 心沈 澱 シテ血 中 ノ

結核 菌 テ染 色 シタ｡

又 他 方BesangonGriffon,Philibert⑳ 等 ハ

「ア ル カ リ」1南汁 ト共 二血 液 テ煮 沸 溶 解 シ其 沈 渣

ニ就 イ テ結 核 菌e染 色 シ、 又L6sieurL'?i;/ハ 蛭 ノ

「エ キ ス」子以 テ血液 テ溶 解 シ、 其 沈 渣 ニ ヨ ツ テ

血 中結 核 菌 ラ読 明 シタ｡

Joussetノ 研 究 成績 ハ慢 性結 核 二方至テハ1.pt)例

中4例 、 急 性 二経 過 シタ者 ニ於 テノ・211例 中1・7,

例 ニ陽 性 デ アツ タ.氏 ハ此血 液 ノ所 見 一 ヨ リ結

核 ラー 次 菌血症 及 ビ ニ 次 菌 血症 二分 類 シテヰ

ル｡前 者 ハ臨 躰 上何 等 墜1ヒ ラ認 メ得 ナ イ初 期 ノ

結 核 二相 當 スル モ ノデ、後 者 ハ重 症 結 核 ノ経 過

中 ニ菌 ガ κ琵行 中 ニ 移行 スル モ ノデ ア ル｡

Besangon,Gri仔on,Philibert等 ハ實 験ll勺ニ

結 核 家 兎 及 ビ海猴 ニ就 イテ、 叉 喀 血 シタ結 核 患

者1例 ニIinFlq結核 菌 ラ讃 明 シ、L6sieur・ ・結 核

患 者30例 中6例 ニ陽 性 成 績 ラ得 、 而 モ該 菌 ハ

動 物 接 種 ニ ヨ ツテ糖 ベ テ結 核 菌 デ ァル コ トテ讃

明 シタ｡

其 他Bergeron(22)・ ・結 核 動 物 二就 イテ36例 中1

2例 ニ、Gary(23)ノ ・35例 中5例 二陽 性成 績 テ

得 タ等 ノ報 告 ガ アル｡

亜 米 利 加 ノRosenberger(24)(19.09)ノ ・絢 構 酸曹

達 溶 液 ニ血液 テ探 リ、 凝 血 テ 防 ギ、 次 ニ 「ア ン

チ フ,ル ミ ン」テ以 テ血 球 ヲ破 壌 シテ其 沈 渣 中 一

結 核 菌 テ染 色 シタ｡氏 ハ粟 粒 結 核5例 、 氣 胸 ラ

併 登 セ ル肺結 核15例 、 咽 喉 結 核15例 、 初 期

結 核23例 等 結 核 ノ種 々 ノ過 程 二就 イ テ研 究 シ

テ、 其 総 ベ テ ニ抗 酸 性 菌 テ獲 見 シ、 後 年 氏 ハ総

撒1%例 ノ総 くごテ ニ陽 性 成績 テ 得 、 血 中結 核

菌 ノ讃 明 ハ結 核 ノ診 断 ニハ必 須 鋏 ク可 ラザ ル モ

ノデ アル ト登 表 シ タ｡

Mendenhall&Petty「25)共 二Rosenberger氏

法 ラ追 試 シ、 進 行 セル結 核10例 中8例 二陽 性

成 績 テ得 、BondStow(26)ハ 進 行 セ ル結 核 デノ・

],R例 中6例 二陽 性 デ ア ツ タ ガ、初 期 結核 二於

テ ハ純!ベ テ陰 性 ニ終 ツ タ ト報 告 シテ ヰ ル｡

又 搦逸 學派 ハ3%ノ 酷 酸 ノ多量 テ用 ヒテ血 球 テ

破 壌 シ之 レラ遠 心沈 澱 シテ血 中 ノ結 核 菌 テ染 色

シ タ｡即 チSchnitter(2η ノ方 法 是 デ アル｡氏 ノ

研 究 成 績 ハ38例 中12例 ノ陽 性 卒 デ ァル｡

日木 二於 テ ハKurashige(28)(1911)ハSchnitter

ノ酷 酸 法 ト 「ア ンチ フォル ミン」法 トテ併 用 シテ

ヰ ル｡帥 チ1c.c.ノ 血 液 二3%氷 酷 酸 液5c.c.テ 加

へ、3L}分 乃 至1時 間放 置 シ、 遠 心 沈 澱 シ、其

沈 渣 ニ濃厚 「ア ンチ フAル ミ ン」5c.c.ヲ加 ヘ テ振

澁 溶 解 シ、 夏 二遠 心 沈 澱 スル トキ ・・、 鉱 二少 量

ニ雪 白 ノ沈 渣 テ生 ズ｡之 テ蒸 鰹 水 テ以 テ洗 ヒ、

塗 斜苛票本 ライ乍 リ、 「チー ルレ、 ニー ル セ ン」一 ヨ リ・

染 色 シテ ヰル｡

Kurashigeノ 研 究 成 績 ハGerhardt-Turban

ノ分 類 二於 ケル第 一 期 結 核 ノ35例 、 第 二 期結

核 ノ65例 、 第 三 期 結 核 ノ55例 等 ノ糖 くごテニ

陽性 成 績 ラ得 テ ヰル｡叉 一 見健 康 者 ト認 メル者

一 モ34例 中20例 ニ陽 性 ノ結 果 ラ得 タn

之 ヨ リ先Uhlenhuth(29)(1911)ノ 、 「ア ンチ フォル

ミン」 ガ種 々 ノ菌 二封 スル消 毒 剤 ナ ル事 テ登 見

シ、 最 初種 々 ノ菌 ニ試 ミタ結 果 、「コ レラ」「チ フ
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ス 」、 大 腸 菌 、 肺 炎 菌 等 ノ多 ク ノ 菌 ハ2-5%

ノ 「ア ン チ フ 、ル ミ ン 」 テ 作 用 ス レバ5分 以 内 二

菌 ハ 溶 解 シ、 脾 脱 疽 菌 モ10%ノ1'ア ン チ フ｡ル

ミ ン」 ニ テ5分 以 内 ニ 溶 解 ス ル｡故 ニ氏 ハ 結 核

菌 其 他 ノ抗 酸 性 菌 ニ試 ミ タ ル ニ、 他 ノ菌 ニ 比 シ

抵 抗 テ 有 ス ル コ トテ知 ツ タ｡故 二 氏 ハ 結 核 性 物

質 ヨ リ結 核 菌 テ検 出 ス ル ニ ハ 此 「ア ン チ フ、ル ミ

ン」 ラ利 用 ス ル ノ ガ良 好 デ ア ル ト 報 告 シ タ｡

Uhlenhuthハ 此 方 法 テ 血 液 ニ慮 用 シナ カ ツ タ

ガ、 其 後St2ubli(30)(1913)ハSchnitterノ 酷 酸

法 二Uhlenhuthノ 「ア ン チ フ →ル ミ ン」 法 テ併

用 シ タ.即 チ 血 液10c.c.乃 至15c・c・ ニ2倍 量 ノ

3%酷 酸 液 テ 加 へ 、 之 テ蓮 心 沈 澱 シ、 沈 渣 ニ

2-2ccノ 蒸 鯉 水 テ加 ヘ テ 振 盗 シ、 之 ニ2倍 或

ヒ バ5倍 量 ノ15%「 ア ン チ フォル ミ ン」 テ加

へ 、 其 沈 渣 ニ ヨ ツ テ 結 核 菌 ヲ染 色 シ タ｡之 レハ

Kurashigeノ 行 ツ タ方 法 ト同 ジ デ ア ル｡其 他

陽 性 成 績 ハLippmann,(31)Iessenu.Rabinow-

itsch,(32)Koslow,(33)Acs-Nagy,(34))Hilgermann

u,L,ossen,(35)Ranstr6m,〔36)RosenbeTg,(3η

Meyer(38)等 ノ諸 氏 ニ ヨ ツ テ 登 表 サ レ タ ガ 之 ト

反 封 ニRavenel&Smith,(39)Hewatu.Sch-

utterland,㈹Bernsteinu.Fried,㈹Schr6de

u.Cotton,㈹Dailey,㈹Langeu.Lindemann

縄 等 ノ諸 氏 ハ 凡 ベ テ陰 性 ノ報 告 ヲ シ テ ヰ ル｡

1910年 二 至 リFarland,且olmes,Beardsley

u.Case`15)等 ハ 共 二Rosenberger氏 法 テ 反

駁 シ、 殊 ニ 且olmes・ ・5{～例 ノ結 核 患 者 中5例

ニ血 中 抗 酸 性 菌 テ詮 明 シ タ ガ 、 實 瞼 ニ 使 用 シ タ

蒸 鱈 水 中 ニ モ 抗 酸 性菌 テ詮 明 シ テ ヰ ル｡

同 様 ノ所 見 ハ 又Beipke,㈹Jacobitzu.Kay-

ser,㈹Brem㈹ 等 ノi業績 ニ 見 ラ レ ル｡即 チ

Beitzke・ ・淋 巴 腺 内 二 結 核 菌 テ 見 出 サ ン ト欲

シ、 一 方 固 定 標 本 ニ ヨ リ組 織 學 的 二結 核 性 髪 化

テ検 ス ル ト同 時 ニ 、 他 方 「ア チ フ,ル ミ ン」法

ニ ヨ ツ テ染 色 シ タ｡以 上 ノ實 験 中 標 本 ノ水 洗 及

ピ ⑳%「 ア ン チ フ,ル ミ ン」 ハ 水 道 水 テ用 ヒ テ

ヰ ル｡實 験 ノ結 果 ハ、 組 織 學 的 ニ ハ 其 淋 巴 腺 二

何 等 結 核 性 攣 化 テ認 メ ナ イ モ ノ ー、 染 色 法 ニ ヨ

ツ テ屡 ≧結 核 菌 テ見 出 ス コ トガ出 來 タ.更 二氏

ハ水道 水 中 ニモ抗 酸 性 菌 テ嚢 見 ス ル ニ及 ビ、 以

上 ノ淋 巴 腺 ニ認 メ タ抗 酸 性菌 ハ、 総 ベ テ水道 水

中 ノ抗 酸 性 菌 ニ基 ヅ クモ ノデ アル ト断 定 シタ｡

Jacobitzu.Kayser,Brem又 同様 水 道 水 中 一

抗 酸 性菌 ラ謹 明 シ テヰ ル｡

其 他 抗 酸 性 二就 イテ ノ・、 下 等動 物 ノ腸 内 一ハ抗

酸 性菌 ガ居 リ、 白血 球 ノ彩粒 、赤 血球 ノ皮 膜 モ

共 ニ抗 酸 性 デ アル(Orth)㈹ 等 ノ報 告 ガ ア リ、

今 日染 色法 ノ ミニ ヨル血 中 結 核 菌 ノ謹 明 ハ全 ク

信 用 テ失 ツ タ｡

今 日信 ゼ ラル ・研 究 成 績 ハ、 動 物 試験 及 ビ培 養

ニ ヨル方 法 デ ア ル｡

L、Udke〔50)(1906)ノ・結 核 患者 ノ血 液5-】oc・c・ テ

海 狸 ノ腹 腔 二注入 シ テ、17例 中5例 ニ血 中結

核 菌 ラ謹 明 シ、 結 核 菌 ガ血 行 中 二侵 入 スル モ必

ズ シモ栗粒 結 核 テ起 スモ ノ デノ・ナ ク、 菌 血 症 ノ

消長 二關 シテ・確 言 テ揮 ル ガ恐 ラ クー 過 性 二血

行 中 ニ表 ハ レ、 素 因 ラ有 スル個 所 二結 核 ラ惹 起

ス ル モ ノデ ア ロ ウ ト推 論 シ テ ヰル｡

Marmorek(51)(1907)モ 同様 動 物 移 植試 験 ニ ヨ リ

Ltidkeノ 所 見 ラ追 謹 シ、 血 行 ガ結 核 ノ 全 身 感

染 ニ重 大 ナ ル意義 ヲ有 ス ル コ トテ確 メ タ｡

其 他 動物 試 験 ノ成 績 ・・Bang,(52)Liebermeis-

tor,(53)Frsnkel,(54)Querner,(55)Ba¢meisteru.

RUben,Duchinoff,(5ηKahn〔58)等 ノ諸 氏 ニ アル

モ、動 物 試 験 二於 テモ亦 動 物 ハ接 種 後 長 時 日生

存 セ シム ル テ要 シ、 人 間 二結 核 二封 スル或 ル程

度 ノ抵 抗 力 ガ ア ル ト同 ジ ク海 猿 ニ モ亦 抵 抗 ノ差

異 ガ ア リ、 又其 試 験 成 漬 ハ組 織 學 的 検 査 ニ ョル

モ、 之 レモ 他 ノ類似 ノ細 菌 ニ ヨ ッ テ モ起 リ得 ル

モ ノデ アル｡此 長 時 日 ノ経 過 中 飼養 上 ノ訣 陥 ニ

ヨ リ、或 ヒバ他 ノ疾 患 ニ ヨ リ貴 重 ナ材 料 テ失 フ

コ ト多 久 且 ツ 員澹 ノ大 ナル トニ ヨ リ、 之 レヲ

實 際 ニ癒 用 ス ル コ ト困 難 ナ ルハ言 ラ挨 タ ナ イ｡

弦 ニ於 テ培 養 上 ノ考 案 ガ種 々研 究 サ ル ・ニ至 ツ

タn

L6wenstein(59)「1905)ノ ・實 験 的 二 結 核 家 兎及 ビ

海 狸 二就 イテ其 心 血 テ培 養 シテ結 核 菌 ガ流 血 中
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二存 在 ス ル コ トヲ謹 明 シ
、 菌 血 症 ハ屡 丸到 來 シ

得 ル モ ノデ アル コ トラ力 設 シ タ.

更 ニ1925年 二至 リ氏 ハ菌 血 症 二關 シ爾 來20

年 間 ニ亙 ツ テ研 究 セル 詳 細 ナル報 告 テナ シ テヰ

ル｡即 チ氏 ハ 臨躰 上 健 康 ト認 メル モ ノニ モ其 血

中 二結 核 菌 テ謹 明 シ テ居 リ、 又 感染 直後 二於 テ

モ菌 ハ既 ニ血 中 二移 行 シテ ヰ ル事 ラ實 瞼 的 二詮

明 シ、 結 核 感 染 ノ蓮 命 ニ就 イテ ハ、 初感 染 ガ行

ノ・レ タ臓 器 ガ結 核 ニ封 シ テ過 敏 デ アル ト否 トニ

依 ル モ ノデ アル ト｡即 チ過 敏 ナル臓器 ニ初 感染

ガ行 ハ レ ・バ、 弦 二病 攣 テ起 シ、 而 モ其経 過 二

於 テ他 ノ臓 器 ニ進 展 スル場 合 ニ ハ大 抵 他 側 ノ同

一 ノ臓 器 ニ接 ガル モ ノデ アル
｡此 所 見 ニ ヨ リ、

氏 ノ・結 核 バー種 ノ交 感 性 疾 患 デ アル ト云 フ考 ヘ

テ モ ツ テ ヰ ル｡之 二反 シ、 初 感 染 ガ結 核 菌 ニ封

シ免 疫 テ有 ス ル臓 器`横 紋 筋r閉 犬腺)ニ 行 ノ・レル

場 合 ニ ハ、 盟 内 二結 核 菌 ニ封 ス ル抗 禮 ガ生 ジ テ

結核 ノ進 展 テ妨 ゲ、 良 好 ノ経 過 テ トル モ ノ トデ

ア ル ト結 論 シテ ヰル｡

Bingold(60)(1927)ハ 血 液 テ直接20%ノ 「グ ラ チ

ン」 ニ探 集 シテ、 「ゲ ラ チ ン」中 二沈 澱 セル血 球

ラ卵 培 養 基 ニ植 エ テ、43名 中3名 ノ陽 性 成 績

考

血 液 ニ 蒸貧留水 ラ加 へ 、 溶 血 セ シ ノ、 之 テ放 置 ス

ル トキハ繊 維 素 テ析 出 シ テ織 維 素 網 テ形 成 シ、

結 核 菌 ハ其 織 維 素 網 中 二包 團 セ ラ レル ガ、 如何

ナル割 合 ニ蒸 鯛 水 テ以 テ稀 繹 シテ結 核 菌 テ集 メ

得 ベ キ カ ト云 フ コ トガ第 一 ノ問 題 デ ア ツ タ｡

此 時絵 リ稀 稗 度 ラ大 一 ス レバ結 核 菌 テ完 全 二聚

集 ス ル コ トカ出來 ズ、 又 稀 澤度 小 ナ ル トキノ・血

液 全艘 凝 固 シ、 結 核 菌 テ含 ム織 維 素 テ聚 集 スル

ニ困難 デ ア ル｡余 ノ・血 液 二結 核 菌 テ混 ジ、 之 二

種 々 ノ量 ノ蒸鰹 水 テ加 ヘ テ最 モ適 當 シタル量 ヲ

ヲ得 タ ト報 告 シ タ｡

L6wenstein(6i)(1930)ハ 血 液 ラ絢 構 酸 曹 達 テ加

ヘ テ探 リ、 之 ラ遠 心沈 澱 シ、 蒸 鱈 水 或 ヒバ3%

ノ酷 酸 水 テ 以 テ 血 球 ヲ溶 解 シ、 再 ピ遠 心沈 澱

シ、 沈 渣 テ直 チ ニ或 ヒバ15%ノ 硫 酸 水 テ以 テ

塵 置 シテ、 其 沈 渣 テ卵 培 養 基 ニ植 ヱ、 良好 ノ成

績 ラ得 テ ヰ ル｡

余 ・・1929年 以 來 結 核 患者 ニ就 キ血 中結 核 菌 ノ

培 養 テ企 テ、 初 メL6wenstein氏 法 テモ行 ツ タ

ガ、 結 核 菌 ラ沈 澱 スル ニ沈 澱 完全 ナ ラズ、 一 部

ノ結 核 菌 ハ尚 上 澄 ニ俘 游 存 在 スル テ 見 テ、 夏 ニ

簡 易確 實 ナ ル 方法 テ案 出 セ ン ト企 テ タ｡

余 ノ考案 ハ血 球 テ溶 解 スル ト同 時 二 「フ・ブ リ

ン」 ノ凝 固作 用 テ利 用 シテ結 核 菌 テ聚 メル ノデ

アル｡

結 核 性磯 膜 炎 ノ脊 髄 穿 刺 液 ヨ リ結 核 菌 テ謹 明 ス

ル ニ際 シ、 之 レテ直 チ ニ遠 心沈 澱 スル ヨ リモ、

液 テー 叢 夜放 置 シテ織 維 素 テ析 出 セ シメ ル トキ

ハ、 其 織 維 素 網 中 二 容易 ニ結 核 菌 テ謹 明 シ得 ル

コ トハ何 人 モ 日常 経 験 スル所 デア ル｡帥 チ結核

菌 ノ聚 集 ニハ遠 心 沈 澱 ヨ リモ織 維 素 網 テ利 用 ス

ル ノ優 レル コ ト明 カ デ アル｡

案

求 メ タ｡今 血 液 ラ6倍 以 上 二稀 繹 ス ル トキハ織

維 素 テ沈澱 セ ル上澄 中 ニ結 核 菌 ハ存 在 ス ル ガ、

5倍 二稀 繹 シテ織 維 素 ヲ取 去 ツ タ液 中 ニ ハ結 核

菌 ノ游 離存 在 ス ル テ謹 明 ス ル コ トガ出 來 ナ イ｡

即 チ血液 二4倍 量 ノ蒸鯛 水 ラ加 ヘ テ溶 血 セ シメ

放 置 シテ生 ジ タル織 維 素網 ハ 其血 液 中 ニ含 有 ス

ル結 椀 菌 テ完 全 二集 メ得 ル コ トテ知 ツ タ｡之 テ

實 地 ニ用 フル ニ ハ次 ノ如 キ試験 法 ニ ヨル テ便 ト

ス ルレo

培 養 方 法

口径3.0糎 、 長 サ1(1.{)糎 、 容 量 凡 ソ60.Oc.a

ノ 「ス ピ ッツ グ ラ ス」二 度 盛 ラ附 シ、 之 レニ20.2

c.c.ノ滅 菌 蒸 鱈 水 テ 容 レ、 綿 栓 シ テ更 ニ滅 菌 消 毒

シ テ貯 ヘ ル｡之 レニ患 者 ノ静 脈 血 ラ滅 菌 的 ニ探

リ、5.Oqaテ 混 ジ テ綿 栓 シ、 其 儘 静 カニ振 盈 シb

充 分 溶 血 セ シメ タ後 氷 室 二入 レ、 一 夜放 置 スル
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トキ ハ繊 維 素 ハ網 状 ニ析 出 セ ラ レル｡之 レテ其

儘 違 心 沈 澱 シ、 其 上 澄 テ捨 テ ・沈 渣 ラ培 養 基 二

擦 リ込 ム ノデ ァル｡余 ハ通 常 一患 者 ニ ツ キ血液

培 養

結 核 菌 ノ培 養 基 ハ種 々 アル ガ、 今 日多 ク用 ヒラ

ル ・モ ノハPetragnani,㈹ 且ohn,㈹L6wen-

stein(6i)等 ノ卵 培 養 基 デ ァル｡

卵 培 養 基 ガ結 核 菌 ノ褒 育 ニ迅 速 デ且 ツ良 好 デ ァ

ル コ トハ、 東 西 諸 學 者 ノ分 離 培 養 試 験 ノ成績 ニ

ヨ ツテ明 カ デ アル｡

以 上3種 類 ノ培 養 基 ニ於 ケル結 核 菌 ノ嚢育 程 度

ノ・、 研 究 者 ニ ヨ ツテ其 成 績 ハ夫 々異 ナル ガ、 大

同小 異 デ アル｡

余 ハ ホー ン氏 培 養 基 二更 ニ修 正 テ加 へ 私案 培 養

10.Oc・c・探 取 シ、5.Oqq宛2管 二分 チ 定 規 ノ方

法 ニ ヨ リ塵 理 シ タ｡

基

基 テ作 製 シ、 結 核 菌 純 梓 培 養 及 ビ喀疲 ヨ リ ノ分

離 培養 ニ ヨ ツ テ上 記 培養 基 トノ比較 培 養 テ試

ミ、 夫 々 ノ登 育 状 態 ヲ観 察 シ タ 結果 、 何 レモ

10日 内外 デ肉 眼 的著 明 ノ聚 落 テ登 見 シ タ｡

之 レ等 ニ 「マ ラ ヒットグ リー ン」 ヲ使 用 シタモ ノ

ノ・雑 菌 ノ混 入 ハ阻 止 シ得 ル ガ結 核 菌 ノ登 育 モ多

少 阻 害 ス ル｡之 レニ反 シ「コ ンゴ ロー ト」テ使 用

シ タモ ノハ菌 ノ登 育 良 好 デ 且 ツ美 麗 デ ア ツ タ｡

故 二余 ハ聚 落 登 見 テ容 易 ナ ラ シメ ル タメ、 私案

培 養 基 テ 「コ ンゴ ロー トJテ以 テ著 色 シ タ｡

培養基 月製法

培 養 基 ノ作 製 二用 フル 肉汁 ハ次 ノ如 シ｡

肉

素

盤

り

水

リ

ノ

セ

鰹

つ

牛

味

食

り

蒸

500.0瓦

6.0瓦

5.0瓦

50.0瓦

1000.Oc.c.

以 上 ノ割 合 ニ作 製 セル 自然 酸 性 肉汁 ノ酸 度 ハ、

牛 肉 ノ新 鮮 度 ニ ヨ ツ テ多 少 ノ差 異 ハ アル ガ、略

PH=6.0デ アル｡之 レ テ矯 正 スル コ トナ ク3

同 滅 菌 シタ モ ノテ使 用 スル｡

新 鮮 ナ ル鶏 卵 テ豫 メ石 鹸 水 ニ テ其 外 殻 テ洗 ヒ、

之 レヲー 夜 千 倍 ノ昇 禾 水 ニ漁 シテ滅 菌 シ、4個

ノ全 卯 ト1個 ノ卵 黄 トテ混 合 擁 搾 シ、 之 レニ3

分 ノ1量 ノ前 記5.0%「 グ リセ リ ン」肉汁 テ加

へ、 混 和 麗 絆 シタ ル後滅 菌 「ガ ー ゼ」 ニテ濾 過

シ、 此 卵 液320.Oc.c,二 封 シ2.0%ノ 殺 菌 「コ ン

ゴ ロー ト」溶 液1G.Oc.c.テ 混 ジ、 更 二撹 搾 シタ

ル後 滅 菌 「ガー ゼ」ニ テ再 度 濾 過 シ、 滅 菌 試 験 管

ニ分 注 シ、 之 ラ血 清 凝 固器 ニ テ次 ノ如 ク加 熱 凝

固 セ シ メル｡

第1日 囁 氏80度40分 間、

第2日 囁 氏75度?)(1分 間 、

第3日 囁 氏75度3`)分 間 、

以 上 作製 セル培 養 基 バー 夜 艀 卵 器 二入 レ、 無菌

ナ ル カ否 カ テ検 シテ使用 ニ供 ス｡

此 方 法 ニ ヨ リ如 何 ナ ル程 度 迄 結 核 菌 テ血 中 ヨ リ

培 養 シ得 ル カ テ知 ル タ メ ニ、 結 核 患 者 ノ喀 疾 ヨ

リ分 離 シタ ル結 核 菌 株 、 及 ビRobertKochガ

自身分 離 培養 シテ今 日迄 傳 ツ タ ト構 スル菌 株 テ

以 テ豫 備 試験 ラ行 ツ タ｡此 所 謂 コ ツボ氏 菌 ハ抗

酸 性 弱 毒 力 デ ァル ガ、成 長 ガ頗 ル早 ク、3日 ニ

シテ完 全 ニ 登育 ス ル タメ、斯 ノ如 キ試 験 ニ ハ甚

ダ便 利 デ ア ル｡

以 上 ノ方法 ニ ヨル豫 備試 瞼 ノ成 績 ハ原 著 鵬To-

hok.tourn.Exper.Med.,No.1&2,

1931.ニ 其 詳 細 ラ褒 表 シ テ置 イタ ガ、 此實 験 ニ

ヨ ル 結 果 ハ、 結 核 菌2.0雇 ノ百 萬分 ノ1稀 繹

菌 量迄 培養 謹 明 スル コ トガ出 來 タ｡

即 チ本培 養 法 ノ・血液 中 ニ比 較 的 僅 数 ノ結 核 菌 ガ

存 在 スル際 二於 テモ充 分 之 レテ読 明 スル コ トガ

出來 ル｡

培 養 成 績
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上 述 ノ方 法 ニ ヨ リ、 余 ハ當 内科 ノ各 種 結 核 患 者

二就 イテ血 液 培 養 テ行 ツ タ結 果 ノー 部 ハ
、 昨 年

日木 結 核 病 學 會 ノ席 上 ニ於 テ登 表 シテ置 イ タ｡

即 チ當 時 、 余 ハ肺 等 ニ何 等 攣 化 ラ認 メ ナ ィ唯 氣

管 淋 巴腺 腫 脹 ノ ミアル モ ノ、 轄 移性 結 核 デ アル

眼 結 核 、 腎 生殖器 結 核 等 二、 又 極 メ テ重 症 ナ ル

結 核 患 者 ニ ハ犀 ㍉壷明 スル コ トガ出 來 、 其 死 直

前 及 ビ直 後 一 ノ・常 ニ菌 血症 ガ ア リ、 腎結 核 ニ於

テ尿 中結 核 菌 テ讃 明 セ ル以 前 ニ既 二血 中結 核 菌

ラ謹 明 シ得 タ コ ト等 、 以 上 ノ實 験 ニ基 イテ結 核

症 ナ ル モ ノハ、 急 性 傳 染 病 ト同 ジ ク、 血液 培 養

ニ ヨ ツ テ極 メ テ早 イ時 期 ニ既 二診 断 スル コ トガ

出來 、 又豫 後 ノ判 定 ニ役 立 ツ可能 性 ア ル コ トテ

報 告 シテ置 イ タ｡

爾 來 本 研 究 ラ綾 行 シ、 午 日迄 培 養 シ タ結 果 、 次

第

ノ成績 テ得 タ｡

以上 ノ培養試験 ノ成績 ラ通賢 スルニ、極 メテ初

第1表

症 例
培 養
患者数

陽性倣
陽 性
百分傘

(%)

血行撒布

中5例 肋腹膜炎合併
中15例 淋巴腺結核,,
中1例 眼綱 膜出血"

57 15 16.31

重 症 肺 結 核 34 10 29.41

粟粒結核及結核性脚莫炎 2

一一

2 100.00

腎 及 生 殖 器 結 核 16 4
1

25.00

輕症及中等度重症肺結核 228iO 0

肺 早 期 浸 潤 3710 0

陳蕉肋膜炎及腹膜炎 69

一

〇 0
皿『 一=

結 核 患 者 総 計 443
昭」　 1131一

6.99一
一一 一 一一}一 一 一

健 康 者 10110
■凹■■■臨i-■ ■ 皇

2 表一

研 究 者 氏 名

肺 結 核
粟粒結核 ・
及 結核 性
膓膜 炎

1早 期 肺 結 核
1 唯 肺 結 核 ト

ノ ミ記 載 ア

ルレモ ノ

進行 セ
ルレ肺 結

核

腎生殖
器結核i懸鵜 肺早期

浸 潤
小 見
結 核

I」6wenstein(651(懊) 昭 140 54 22}13
・

Krenu.L6wenstein(66)(懊)

Reitteru.L6wenstein(67)1場 註)

Wesse且yu.Ltiwenstein(68)(懊)

一 一一「

一.一」

34

1
Fischer(69)(懊) 8 2 12123121

Buss・n(70)(懊) ・F
「 一一～

一 一 正

ρ

HansPoppe罫7正 月懊) 一
}

屍 骨豊→(2418)

Maresc恩72ル 懊) ; 15 n 「6 6

Bing・ldl73ル(濁)
・1300

_1
τ 1

Bingoldu.Spier7苅(掲) 1 15 0 i
Kalloヨ175}(濁)

一「

!
1

H廿ttig76)(獅)
1

59 7昭

Ederleu.Kriech(77)(掲) 0
一

30 21 4 2 21 o一正

MarthaRichter(78)(蜀) 29 0 一 1 0
Jontofsohnl79)(猫) 41 3一
Domingo(80)(佛) 2 (2)

一 一
一 (4) (2)

Saenz(b1)(佛) 一 300 18

今 村 及 天 川(s2'(日)
一 一一

128 15
Moosトchwabacher{83)(英)

『

『 一『

FriedaAbt(84)(瑞)
1
120 4

Jerusalemu.Urgoiti(85〕(西) 」 0
リ十 一一_

1 0 一 脚
3 0一

7 0
-
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期 ノ淋 巴腺 結 核 血 行 撒布 及 ビ腎 、 生殖 器 結 核等

二非 常 ニ良 好 ノ成 績 ラ得 タ コ トデ アル｡此 事 ハ

今 迄 ノ學 者 ガ此 時 期 二血 行 性轄 移 ガ多 イ ト唱 ヘ

テ ヰ ル コ トニー 致 シ テヰ ルし｡又 磯 膜 炎、 粟 粒 結

核 及 ビ末期 ノ重 症 肺 結 核 二於 テハ、 結 核 菌 ガ血

行 中 ニ移行 スル ト云 フ コ トハ昔 カ ラ周知 ノ コ ト

デ ア ル ガ、 興 味 アル ハ結 核 ノ初 期 二最 モ容 易 ニ

.菌 ガ血 行 中 一入 ツテ モ必 ズ シモ粟 粒 結 核 テ起 ス

モ ノ テナ イ ト云 フ コ トァ アル｡

吾 々 ハ暫 々肺 レン トゲ ン線 像 二於 テ粟 粒 結 核 ト

同 ジ像 子見 ル ガ、 然 シ該 患 者 ハ必 ズ シモ急 性粟

粒 結 核 ノ症 状 ラ表 ハ サ ナ イ｡斯 ク結 核 菌 ガ血行

中 ニ移 行 シ テモ或 者 ハ急 性粟 粒 結 核 ノ症 駄 子表

ハ シ、 或 者 ハ此 症 歌 テ表 ハ サ ナ イ ト云 フ其 條 件

ニ至 ッテ ハ今 日尚不 明 デ ア ル ガ、 恐 ラ ク各 個盟

結核患者血液培養成績一覧表

肺 以 外 ノ 結

ノ結 核 菌 ニ封 スル免 疫 抵 抗 力 ニ起 因 スル モ ノデ

ア ロ ウ｡

最 近L6wenstein(65)及 其 門 下 ノ・多 数 ノ結核 患

者 ニ就 イテ血液 培 養 ラ行 ヒ、 目壁 マ シ イ成績 ラ

登 表 シテ ヰ ル｡余 ノ・自分 ノ方 法 トL6wenstein

氏 法 トテ比較 シテ見 タ ラ殆 ン ド同 様 ノ結 果 デ ァ

ツ タ｡

此 問 題 ハ世 界 中 ノ興 味 テ惹 イ タ ト見 エ テ諸 國 カ

ラ ノ報 告 ガ アル｡左 ニ文 献 二纂 ゲ ラ レタ報 告 者

ノ例 テ表 示 ス ル｡

即 チ 日、掲 、 佛 、 英 、 懊 、 瑞 西 各 國 デ、 今 日迄

血 中 カ ラ培養 サ レタ ノハ449例 デ アル｡此 表 テ

見 テ直 チ ニ 目 ニ ツ クコ トノ・L6wenstein及 其

門 下 ノ成 績 ガ総 テ ノ他 ノ研 究 者 ノ成 績 テ遙 カ ニ

凌 駕 シテ ヰ ル コ トデ ア ル｡皇PチL6wensteinノ

骨結核 山皮臨 核

19

望

9

一5

　　 　

_i_
110

7」

1439
　
35.89%

1

92

66

20

0

回

51
可

コ

0

20
-92漉

　
50.54%

昭

急性 多費
性 關節倭
麻 質斯

21 _麩

所

27

10

蕊

諏

22

0

.∫2≧

瀦
　
76.47%

關節結核

02

5」

』穐10

10
　
45.45%

1

喉頭結核

28

47

18

」

4475
　
58.66%

f

核
結
載

ノ

科

記

モ

外

ト

ル

唯
核

ア

肋
及
炎

蔭
炎
膜

陳
膜
腹

6gi・

　
0%一

其 他

結 核患者

総、 計

%

十1=,
_1_

30 392i192
4166

⊃
47

」
26

50.00

62.12

81.48

健康者

gl-o

004

4

5

菊

【

一

一

一

一11

9
　

0%一

_丞}

0に5碗

」

0

0

0

」

7731

2722

(2418)

42117

3004

250

200

657

494

400

503

20410

30018

128・15

111

204

1
ヒ ロ ロノ

6.34%

」L≧ 塑ツへ
3212332

10

昭 1

L6wenstein氏 等 ノ成 績 ヲ除 ケ バ

脇磁
443i3・

蕊i房

17541124
　
7.08%

3000

55.31i_

0

40.25

81.4S

(75.00)

4.03

1.33

ψ

φ

10.76

8.16

ψ

6.00

4.90

6.00

11.71

9.09 ,

20.00L __-
25.64

}

1

一『

11 0

一一予 噛

0

3028

φ

0
-

% 1

・・1】 0

一
φ%



662 飯淵=流 血 中 ノ結核菌培養 ニ就 イテ 【第10巻

成 績 ニ ヨ レバ、 肺 結 核 デ ハ39%、 腎 生 殖器 結

核 デ ノ・59%、 骨 結 核 デ ・・47%、 皮 膚 結核 デ

ハ55%、 喉 頭 結 核 デハ64%、 急 性 關 節 「ロ

イマ チ ス」 デハ100%ノ 陽性 卒 テ 示 ス｡氏 ハ

更 ニ其 他 中福 瀞 経 系 統 ノ疾 患 一 モ結 核 菌 々血 症

テ詮 明 シ テ ヰ ル｡就 中注 目 スベ キノ・關 節 「ロ イ

マ チ ス」 ハ結 核 性 疾 患 デ ア ツテ、 結 核 菌 々血 症
ヘ

ガ其 原 因 ノ凡 テ ・"アル ト登 表 シテ ヰ ル コ トデ ア

ルレo

今 日吾 人 ノ知 ル所 デハ、 「ロ イマ チ ス」ハ 爾 原 因

不 明 デ アル ガ、 後 二心 臓 辮 膜 障 碍 テ惹 起 スル モ

ノデ アル コ ト ハ 臨 躰 上屡 支遭 遇 スル コ トデ ア

ル｡果 シテ本症 二結 核 菌 々血 症 ガ ア リ、 之 レガ

本 症 ノ原 因 ノ凡 テ ごアル トス レ バ、 此 辮 膜 障碍

ナ ル モ ノモ 從 ッ テ 容 易 二設 明 出來 ル理 デ アル

ガ、 余 ハ不 幸 ニ シテ此 症 例 ニ遭 遇 スル コ トテ得

ナ カ ツ タ ガ爲 メ、 遺憾 ナ ガ ラ弦 ニ見解 テ述 ベ ル

コ トガ出來 ナ イ｡「 ロ イマ チ ス」ト結 核 ト ノ關 係

二就 イ テノ、今 後 ノ研 究 二譲 ル コ トー ス ル｡

L6wensteinノ 成績 ト余 ノ成 績 トノ差 ガ絵 リニ

甚 グ シイ カ ラ、今 レー ヴェン ス タ イン及 門下 ノ

成 績 テ全 膿 カ ラ除外 シテ見 ル ト7%ノ 陽性 成 績

トナ リ、 余 ノ成績6.99%ト 伯 仲 ス ル｡果 シテ

何 レガ正 シ イ カ バ 今後 ノ推 移 テ侯 タ子 バ ナ ラ

ヌ｡輩 ニ肺 結 核 ノ何 「パ ー セ ン ト」ニ於 テ陽 性 デ

アル ト云 フ丈 デハ満 足 出 來 ヌ コ トデ、 其 種 類 、

時 期 ニ ヨ ツテ或 ノ・出現 シ、 或 ハ 出現 シナ イモ ノ

デ アル カ ラ、 其 試験 材 料 ノ如 何 テ考 ヘ ナ ケ レバ

比 較 ニ ナ ラヌ｡報 告者 ノ多 クノ・漫 然 ト肺 結 核 ト

云 フ診 断 ラ ツケ テ アル許 リダ カ ラ、 眞 相 テ掴 ム

コ トガ出 來 ナ イ｡

レー ヴェンス タ イ ンハ結 核 患 者 ノ流 血 中 ニ ハ持

績 的 二結 核 菌 ガ表 バ レル モ ノ デ アル、 自ロチ結 核

ハ慢 性 ノ菌 血 症 デ ァル ト圭張 シテ ヰ ル｡

余 ノ・重 症 結 核 患 者 ニ於 テ、 其 死 直 前 及 ビ直後 ニ

ハ常 二陽 性 ノ結 果 ヲ得 タ.又 陽 性 ノ患 者 ニ就 イ

テ撒 次 反 覆 培 養 テ試 ミタガ、経 過 良 好 ノ者 ハ其

後 血 中菌 ラ謹 明 スル コ トガ出 來 ナ カ ツ タ｡之 二

反 シ重 症 ノ者 ニ於 テハ反 覆 謹 明 スル コ トガ出 來

タ者 モ ア ツ タ.此 血 液 所 見 一 ヨ ツテ、 余 ハ結核

菌 々血症 ハ必 ズ シ モ 常 ニ謹 明 シ得 ル モ ノデ ナ

イ、 換 言 ス レバ結 核 症 ナル モ ノハ慢 性 ノ菌 血 症

デ ハ ナ イ ト云 ヒ度 イ｡

急 性 傳 染 病 ニ於 テ ス ラ菌 血 症 ハ常 二謹 明 シ得 ル

モ ノデナ イ事 へ 日常吾 々 ガ経 験 スル如 ク デ ア

ル｡恐 ラ ク レー ヴェン ス タ イ ン ノ考 ヘ ハ正 當 デ

ナ ク、 結 核 菌 ハ時 々登 作 的 二血 中 二入 ル モ ノデ

ア ロ ウ｡

次 ニ血 液 ノ結 核 菌 ニ 封 ス ル 態 度 デ ア ル｡レ ー

ヴェンス タ イ ンハ血液 ハ結 核 菌 ノ登 育 ラ阻害 ス

ルモ ノデ》 血液 培 養 ニ ヨツ テ結 核 菌 テ謹 明 セ ン

トスル際 ニ ハ、 就 中 「ヘ モ グ ロ ビ ン」ヲ除 去 シナ

ケ レバ ナ ラ ヌ ト述 くごテ ヰ ル ガ、 余 ハ寧 ロ之 レ ト

反封 ニAbt(84)氏 ノ實 験 的研 究 二賛 成 ス ル モ1

テ アル｡

一 部 ノ學 者 ハ結 核 菌 ハ血 液 内 デ壇 殖 ス ル ト 云

ヒ、 又血 液 寧 ロ抗 菌 的 二作 用 シ、 血 液 内 ニ於 テ

ハ菌 ハ檜 殖 シナ イ ト云 フ學 者 モ アツ テ意 見 ノー

致 ラ見 ナ ィ｡

血 液 バー 方 吾人 ノ榮 養 ノ機 關 デ アル ト同時 ニ、

他 方 菌 テ傳 播 スル仲 介 者 デ アル｡吾 人 ハ幼 若 既

二初 感 染 テ受 ケ、 菌 ハ膿 内 ニ潜 在 シテ ヰル ニ モ

拘 ラズ 自然治 癒 二到 達 スル｡既 二罹 患 セル臓 器

結 核 モ、其 身罷 ニ榮 養 テ與 へ、 抵 抗 力 テ高 メル

コ トニ ヨ ッテ、 之 レテ治 癒 機 韓 ニ導 クモ ノハ血

液 デ ア リ、 他 方 初 感 染 ヨ リ急 性 粟 粒 結 核 テ惹 起

シ、 或 結 核 病 竈 カ ラ粟 粒 播 種 ガ行 バ レル モ ノモ

血 液 ニ ヨル｡

由 是 観 之 、 血液 ハ結 核 ノ登 生 機 曹 及 治 癒機 轄 ニ

重 大 ナル 意 義 テ有 ス ル コ トハ 明 白 デ アル ガ、今

日迄 何 人 モ之 ニ關 シテ明 解 ナ説 明 テ與 ヘ テ居 ラ

ヌn

又余 ハ以 上 ノ實 験 二際 シ奇 異 二感 ジタ コ トハ、

培 養 ニ ヨツ テ血 中 ヨ リ分 離 シタ ル結 核 菌 ノ型 膿

ガ種 々多 様 ナ ル コ トデ アル｡之 レハ恐 ラ ク患 者

ノ種 々 ノ榮 養 歌 態 ガ結 核 菌 自盟 ニ様 々 ノ攣 質 或

ハ攣 型 ラ及 ボ シ、 或 時 期 ニ ハ容 易 二血 中 ヨ リ培

養 サ レル ガ、或 時期 ニハ培 養 シ難 クナ ル、 換 言
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ス レバ 同 一結 核 菌 デ モ、 患 者 ノ肉艦 的攣 化 ニ ョ

ツ テ、菌 自禮 ニ攣 化 テ 來 ス 結 果 デ ハ ア ル マ イ

カ｡

結 核 菌 ニ封 ス ル血 液 ノ態 度 ハ今 後 ノ研 究 二大 イ

二興 味 アル鮎 デ ア リ、

菌 血 症 二關 ス ル 凡 テ

ルレo

是 等 ノ關 係 テ明 カニ シテ

ノ 問題 テ解 決 スベ キ デ ァ
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